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   To study the process of formation of staghorn calculi, 58 patients with staghorn calculi 
were evaluated clinically and the removed stones were studied architecturally. 
   Of 35 patients with infection stones composed of struvite and/or apatite in the nuclei as 
well as peripheral layers, 18 had identfied predisposing factors related to infection. Of 13 
patients with infection stones containing calcium oxalate in the nuclei, 7 had predisposing 
factors of infection but only 2 had metabolic disorders. The patients with infection stones 
who had no predisposing factors may have transient or subclinical abnormalities. Initial stone 
formation of oxalate may also be one of the predisposing factors of infection. Most of the 
patients with staghorn calculi composed of uric acid, oxalate and  cystine, had metabolic 
disorders related to these substances. 
   Large numbers of bacteria and large amounts of organic matrix were found extensively 
within infection stones and were thought to be important components as well as crystals. 
Metabolic stones contained little matrix. In this case crystal aggregation is thought to play 
the most important role in stone formation. 
































サ ン ゴ状 結 石 の成 分 はTable1に 示 す ご と くであ
る.核 部 成 分 が 調べ られ た55例(両 側 性 の も のは 同 一
成 分 で1例 と算 定)の うち,48例は リン酸 マ グ ネ シ ウ
ムア ンモ ニ ウ ム(MAP,struvite)および リン酸 カル
シ ウム(CaP,apatite)で,この うち35例は 核 部 も同
一成分で,13例の核部は蔭酸カルシウム(CaOX)が
主成分であ つた.尿 酸結石のサンゴ状結石は3例 で,
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サ ンゴ状 結 石 と 尿 お よび 結 石 内 細 菌 培 養 の 関 係 は
Tablc2のご と くで あ る.リ ン酸塩 結 石 では45例中43
例 が 尿培 養陽 性 で,菌 種 はProteusmirabilisカミも っ
とも多 く,つ い でStaPhり10COCCUS,StrePtOCOCCUS,E.coti
な どで,複 数 菌 感 染 もみ られ た.結 石培 養 で は29例中
21例陽 性 と高 率 に み られ,約 半数 にP.mirabiiisが
み られ,結 石 内に 細 菌 が 生存 して い る こ とが 確 認 され
た.代 謝 性結 石 では7例 中2例 に 感 染 を と もな って い
た が,結 石培 養 は蔭 酸 結 石 の1例 にE.coliが培 養 さ
れ た.
結石 形 成 の 要 因,基 礎 疾 患 と考 え られ る もの はTa-
ble3のご と くで あ る.感 染 は 認 め られ る もの の あ き
らか な原 因 の な い もの は58例中22例で あ った.感 染 の
基 礎疾 患 と して は膀 胱 機 能 障 害10例と も っ と も多 く,
脊 損膀 胱1例,低 緊 張 性 膀 胱6例(こ の うち 残 尿 の あ
る もの2例),膀 胱 容 量500ml以 上 の もの3例 で あ
った.VURの な い偏 側 性 の 尿 管 拡 張 は4例 に み られ,
VURは4例 に 認 め られ た,代 謝 異 常 と して は高 尿 酸
尿あ る いは 高 カル シ ウム尿5例,シ スチ ン尿2例,高
蔭 酸 尿1,上 皮 小体 機 能 充 進 症1で あ った.




















謝異常の合併は 上皮小体 機能充進症の1例が みられ
た.核 部がCaOXの13例 中代謝異常は高カルシウ
ム尿,高 尿酸尿症合併の1例 と高 カルシウム尿症1例
しかみ られず,感 染の基礎疾患 としては13例中7例 に
みられ,膀 胱機能障害2例,拡 張尿管1例,重 複腎孟
1例,腎回転異常1例 などがみられた.蔭酸のサンゴ
状結石2例 のうち1例は高蔭酸尿症,1例 は高尿酸尿





















































































































































2)竹 内 秀 雄 ・小 西 平 ・高 山 秀 則 ・友 吉 唯 夫 ・岡 田
裕 作 ・桐 山 奮 夫 ・吉 田 修:感 染 結 石 に お け る 結











5)竹 内 秀 雄 ・小 西 平 ・高 山 秀 則 ・友 吉 唯 夫:感 染
結 石 の 構 築 一 と くに 核 部 構 築 に つ い て.泌 尿 紀 要
30:1579～158フ,1984
(1985年2月19日 受 付)
